
　 　成績評価方法（必須入力）

授業中の参加態度：30％、レポート：30％、ディスカッション：４0%

　 　受講条件（任意入力）

森林の管理に関わる基礎的な学習履歴が望ましい。

　 　受講のルール（任意入力）

　   授業の目的（必須入力）

世界的に注目されている持続可能な森林管理という概念について学び、その実効的な取り組みと
しての森林認証制度について理解する。

　 　授業の到達目標（必須入力）

授業中のディスカッションに積極的に参加すること。

　 　授業概要（必須入力）

世界的な課題である持続可能な森林管理の実現に向けた方策の一つに第三者認証の森林認証
制がある。この授業では、森林認証制度発足の歴史的経緯から我が国における認証林の拡大、
森林認証の制度と組織、認証を受ける林業経営体に求められる経済的・社会的・環境的な具体内
容、認証製品を扱う企業の状況、認証制度が社会に及ぼす影響等について、FSC、ＰＥＦＣ、ＳＧＥ
Ｃ各制度の比較検討を交えながら学習する。

　 　授業スケジュール（必須入力）

第１回 世界と日本における林業の現状
第２回 持続可能な森林管理
第３回 森林認証制度の歴史
第４回 ＦＳＣ森林認証の特徴、FM基準・指標
第５回 ＦＳＣ森林認証の特徴、COC、管理木材基準
第６回 認証取得企業の先進事例、社会への影響
第７回FSCと PEFC、SGEC等の森林認証制度の比較分析
第８回 総括と期末試験

　 　授業時間外学習にかかわる情報（必須入力）

レポートを課します。

　  担当教員［ローマ字表記］

速水　亨　[ HAYAMI Toru ]、三柴ちさと[MISHIBA Chisato]

　 　授業題目（必須入力）

森林認証概論 [Introduction to Forest Certification]

　   授業のキーワード（必須入力）

持続可能な森林管理 [ Sustainable Forest Management ]、森林の荒廃 [ Forest Devastation ]、
森林と人権 [ Forest and Human Rights ]、森林認証の必要性 [ Need for Forest Certification ]、
CoC認証 [ CoC Certification ]、企業のCSR [ Corporate CSR ]

　  時間割番号     科目名［英文名］ 　  単位数

3 森林認証概論 [Introduction to Forest Certification] 1

１．持続可能な森林管理の具体例を述べることができる。
２．森林認証制度成立の歴史的背景を説明できる。
３．森林認証制度の基準・指標について説明できる。
４．異なる森林認証制度を比較分析することができる。

　  担当教員（責任）［ローマ字表記］

川﨑 章惠[KAWASAKI Akie]



　 　教科書・参考書に関する補足情報（必須入力）

各森林認証制度の基準・指標はWeb上で入手可能なので、各自で入手し目を通しておくこと。

　 　オフィスアワー（必須入力）

集中講義時

参考書5

書名

林野庁　http://www.rinya.maff.go.jp/j/seibi/ninsyou/pdf/ninshou_guide_shoyuusha.pdf

　 　その他（任意入力）

出版社

　 　連絡先（必須入力）

速水　亨： T-hayami@ztv.ne.jp
川﨑章惠：kawasaki.akie.vh@ehime-u.ac.jp

　 　参照ホームページ（任意入力）

著者名 出版年

ＩＳＢＮ

出版社 築地書館

著者名 安藤直人、白石則彦編 出版社 海青社 出版年

出版年

　 　参考書　（購入する必要はないが，推奨する図書）（必須入力）

参考書1
書名 日本林業を立て直す

教科書2
書名 ＩＳＢＮ

著者名 出版社

ＩＳＢＮ

著者名 速水亨 出版社 日経出版 出版年

出版社 出版年

　 　教科書　（購入する必要のある図書） （必須入力）

教科書1
書名 ＩＳＢＮ

著者名

出版年
参考書2

書名 森林ビジネス革命 ＩＳＢＮ

著者名 M・B・ジェンキンス他

参考書3
書名 概説森林認証 ＩＳＢＮ

出版年

2019

参考書4
書名 ＩＳＢＮ

著者名 出版社


